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論 文 内 容 の 要 旨
　平田美千子氏の学位申請論文は、序章、本章６章、終章から成り、マーク・トウェイン（Mark Twain）






　序章では、論文全体の展望が示される。トウェイン初期の旅行記、The Innocent Abroad, Roughing It では、
アメリカ人旅行者であるマーク・トウェインの「ペルソナ」の「よそ者」としての立場、アメリカとその
価値観に対する揺るがぬ信頼、笑いのユーモアに溢れた語りが最大の魅力となっているが、後期の旅行記、



























































の「ペルソナ」の変化を作家トウェインに重ね合わせようとする点にある。The Innocent Abroad, から始ま






















本論で着目する範囲内でもその概念規定に不安が残る。また、たとえば、The Innocent Abroad, と Life on the 
Mississippiのように、旅行する場所が国内と国外の旅行記を並列して、同じ視点から分析する危険性に関し
ては、充分な考慮が払われているとは言い難い点も問題となろう。それは、アメリカ人のイノセンスという
概念、あるいは神話は、当然のことながら旧世界、ヨーロッパという鏡を設定して初めて意味をもつもので
あるためである。テクストそのものに関する分析の甘さも散見される。しかし、これらの問題点は、本論の
博士学位請求論文の価値を決して損なうものではない。トウェインの旅行記を、トウェイン文学の核の部分
と深く関わるユーモアという視点を設定し、出版に関する時系列で考察し、幅広いコンテクストから検証し
ようとした本論は、日本においてはまだまだ充分な注意が払われているとは言えないトウェインの旅行記の
今後の研究に少なからぬ意味をもつことは明かである。
　提出論文の審査委員３名は、論文の審査ならびに2010年２月14日に実施した口頭試問の結果から、平田美
千子氏が本論文によって博士（文学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告致します。
